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阪神・淡路大震災における動物救護について
Animal Rescue in the Wake of the Great Hanshin-Awaji Earthquake

市田　成勝　大震災動物救護メモリアル協議会　会長
Shigekatsu ICHIDA　Chairperson, The Great Earthquake Animal Rescue Memorial Association

   ただいま御紹介にあずかりました市

田でございます。きょうは約 15 年も

たつのかなと思うんですけれども、早

いもので、それぐらいの時間がたった

ように思います。

　我々が、当時、本当に暗中模索とい

うような状態から始めて、何とかそれ

を終わらせることができたという、約１年４カ月にわた

る救護活動についてお話しさせていただきます。それで

は、スライドをお願いします。

   これが、当時、この手前の救護センターの方から、こ

れが淡路島でございますけども、撮ったところでござい

ます。今現在は、ここら辺に明石大橋が建設されており

ます。震源地というのは、大体このあたりだろうという

ふうに言われているものでございます。三宮の方はこち

らの方向という、こういうふうな地形から理解していた

だきたいと思います。 

   これは有名な灘のお酒、酒蔵ですね。こういうように

タンクとか、そういうのがあるんですけども、もう完全

に破壊をされておるというふうな状態でございます。

　これも思い出したくもないような光景でございますけ

れども、やはり地震でつぶれてきたということで、ここ

で何とかとどまってはおるんですけども、嫌な思い出、

その一つです。 

    これは長田地区でございますけれども、約 7,500 棟ぐ

らいが焼失したということで、当時、テレビなんかを見

ておりましても、消防士が水の出ないホースを持って

立っておるというふうな悲惨な状態でございましたし、

あの辺一帯が本当に焼け野原というふうな状況に陥った

ところです。 
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    これは、ここにある西市民病院ですね。神戸の医療の

中核を担っている病院ですけれども、大体こういうふう

な４階、５階、６階という、ここら辺のあたりが割とず

ばっとつぶれてきてると。意外と、この上とか、この下

とかというのはつぶれてなくて、あるいは歩道橋なんか

も、余り倒壊とか、そういったことがなかったと。何か

地震の専門家の言うには、それぞれの波長があるという

ことで、阪神・淡路大震災の場合は、ここら辺がやっぱ

りダメージを受けるような、そういう波長であったとい

うふうな形で、当時、動物管理センターで執務されてた

市の職員の方々も、日夜、その人間の方のケアに忙しかっ

たと思います。 

    これも震災なんかがあって、倒壊まではいってません

けれども、こういうふうに壁なんかがはげ落ちてる。上

から物も、こういうかわらとか、そういうものが落ちて

くるということで、道路幅というのが、こういうことで

約半分ぐらいになってしまうというふうな形ですね。だ

から、行けると思ってても、実際には、行ったら、もう

途中で行けなくなってしまうというふうな形で、当時、

会長であった旗谷先生なんかが獣医師会の会員さんの安

否を気遣って神戸市内を行き交った。そのときは何で

行ったかと言いますと、オートバイなんですね。普通の

乗用車で行くと、とてもじゃないけど渋滞もありますし、

こういうようなところは、とてもじゃないけど車なんか

では行けませんので。それから、ダメージのひどいとこ

ろ、全壊だとか、焼失したとか、そういうところほど、

当然のことながら連絡がとれないというふうな状態が当

時多かったと思います。 

    これは、わんちゃんがびっくりしたような顔でこちら

を見てるんですけども、おんなじように、こういうふう

な被害はあるんだけれども、こういうふうな雨露をしの

ぐことができるというふうなところで飼われてるという

ふうな形です。   

   これ、ちょっと見にくいんですけど、ここにわんちゃ

んがいるんですけど、これが避難所なんかに来たという
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形のものです。

  動物というのは、人間も動物なんで、初めのうちはお

互いに、よく助かったな、よかった、よかったという話

があるんですけれども、やはりこういうようなところで、

じっと３日、４日、１週間たってきますと、やっぱり、

ここ私のとこというふうな形のテリトリー的なものがど

うしても発生してくる。そうなると、動物好きな方ばっ

かしじゃないんで、やはり、そこら辺でトラブルも出て

くるというふうな形で、やはり、うまいこと住み分けと

いうふうな形をとらないと、なかなか難しいこともある

ということです。 

    そういう中で、この当日、１月 17 日、時刻はちょっ

とずれてるんですけど、５時 46 分ということなんです

けども、こういうような形で。これは兵庫県南部地震動

物救援本部という、俗に言う現地本部という形のものが

１月 21 日にできたということで、これは我々が実際に

知ったのは１月 22 日。神戸の場合にあって余り震災の

ダメージの少ないところ、西区だとか、垂水区、北区、

須磨区の一部、まあ山側なんですけども、そういうとこ

ろの先生方はダメージが少なかったということで、神戸

市獣医師会の中で集まりまして、実はこういうものがで

きたんだということで、神戸の場合は動物管理センター、

北区にあるんですけども、その中に救援本部をつくると。

県の方はどうするかということで、いろいろ検討された

みたいですけども、適当なところがなかって、三田ゴル

フ場の隣の谷間になるんですけれども、そこを造成して

急遽つくったということで、神戸の場合は１月 27 日、

三田の場合は２月 16 日にオープンしたというふうなこ

とでございます。 

    これは一応、当時の組織図になります。読み方なんか

もちょっと古くて、総理府とかというような形でなって

るんですけど、当時はそうだったというふうに理解して

ください。

    これが東京本部ですね。財団法人の日本動物愛護協会

を代表にして、日本獣医師会、日本動物福祉協会、日本

愛玩動物協会、それから、保護管理協会というのがメイ

ンになって、ほかの団体なんかも、賛同される方も支援

をしていただいたということで、我々が、この時点じゃ

なくて、例えば新潟だとか、北海道だとかなんかで見て

たんですけども、いわゆる現地本部がないと、ちょっと

もう話にもならないと、当然のことだと思いますけれど

も。我々の場合は、この社団法人の兵庫県獣医師会と神

戸市獣医師会と日本動物福祉協会の阪神支部と、この民

間の３団体が入って、そこに兵庫県と神戸市がアドバイ

ザー的な形で参入されたということですね。当然、動物

を救護するんですから救護センターをつくるということ

で、神戸動物救護センターの方は、神戸市獣医師会と日

本動物福祉協会の阪神支部が主に運営すると。三田動物

救護センターは、主に兵庫県獣医師会さんが担当すると

いうふうな形でスタートしたということで、いろいろ

我々もなれてなかったし、何をしたらいいかも本当にわ

からない中、東京本部なんかの支援も得て、何とかうま

いこといけたということで、こういう中で、当初わから

ないときに川崎の馬場先生なんかに来ていただいて、あ

の先生は、湾岸戦争のときなんかも行かれた先生なので、

なかなか指導していただいたということも非常にありが

たかったということでございます。 
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   これが神戸の大体の地図でございます。今言うた、西

区、北区、須磨区、垂水区ですね。これが神戸救護セン

ター、ここが三田救護センターということです。これが

先ほど写真でお見せした、淡路島の大体震源地ぐらいだ

ろうと。ここら辺に、今、明石大橋が建ってるというふ

うな形で、実際にはこちらから来て、ここの、こういう

感じにずっとこう、一番ダメージが大きいということで

すね。この、ここら辺がちょうど阪神高速が 500 メー

トルぐらいにわたって倒れたところですね。ここら辺が

倒れたということです。ただ、余り写らなかったんです

けど、実際にはこちらの方も被害がかなりあって、怖い

のは、やはり新幹線の橋げたも落ちてたということで、

新幹線がもし新大阪から出てましたら、とんでもないこ

とになってたのではないかなというふうな感じがしま

す。神戸の場合の獣医師会のメンバーで言いますと、こ

こら辺の方は、大体全壊とか半壊とかという形です。当

時、開業の先生は約 70 名ぐらいおられたんですけども、

半分ぐらいが全壊、半壊、大体半分ぐらいが一部損壊と

いうふうな形で行ったわけです。

　こういう模式図しかないんですけれども、この神戸の

救護センターに来るのは、こちら側の電車、神戸電鉄と

か、阪急とか阪神、それからＪＲとかあるんですけど、

全然だめなんですね。実際には、大阪の方から播但線、

福知山線とかというのが来て、三田からこちらに、こう

入ってくると、ここの救護センターに来るというふうな

ルートで大体来られてた。ところが、ここら辺はほとん

ど障害がないんですね。テレビに映ってるのは、この辺

のが映ってるわけですけど、だから、あれ、何や、そん

なに大したことないじゃないかということで、来て、動

物はおるんだけれどもというのが、初めのボランティア

さんなんかの感想やったと思います。ボランティアの係

の先生が、それならばということで、夕方、動物の世話

とか、そういうのが終わりました後に、じゃあ、下の方

に行ってみましょうということで、ずっと車で行って案

内していくと。それまでぎゃあぎゃあ、若い人なんかも

多かったので言ってたのが、ここら辺まで来ると、しー

んとしてしまって、そのうち泣き始めてくるとかという、

こんな感じなんですかという形。だから、ここら辺とこ

れから上とは、もう全然違うというふうな形が実際にご

ざいました。 

    これは実際にシェルターをつくり始めたところで、こ

れはビニールハウスです。実際に、やっぱり準備という

ものが全くありませんでしたので、あるものでやるとい

うことで、これはたまたま、これやったらいけるんじゃ

ないかということで、神戸にも、当時１人だけ大動物関

連の先生がおられまして、大動物というのは牛とか、鶏

とか診る先生なんですけども、農協の方からこのビニー

ルハウスを借りてきたということで、この指導のもとに

我々が 20 人ぐらい集まりまして、このビニールハウス

を建てたということでございます。ちょうどバリケンな

んかも運び込まれてきて、またここに、これ猿なんです

けども、これも保護された動物の一部でございます。下

はこれ、まだ何もないアスファルト、動物管理センター

の中の道路に建てたわけなんですけれども、そういうふ

うな形です。この奥はちょっとグリーン色になってます

けど、この奥が猫用のシェルターとして使おうかという

ことで、これもゴルフの打ちっ放しの網ありますよね、

あれが何か要らないかということなので、じゃあ、もら

おうということで、もらってきてつくったという。とに

かく、あるものでどないかしてカバーしていこうという

ことが非常に大事なことであろうと思います。

   これは、もう実際に稼働し始めたところです。あくま

でも、このシェルター、これはもう緊急避難的なもので、

永久的なものではございませんので、仕方がないという

ふうな形で、こういうような形で。なるべくケアをして

いこうということで、当然ながら、朝と晩は最低限散歩

だとか、そういったことをしてると。これは獣医さんな
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んですけど、健康チェックというのはもう毎日毎日、朝

晩やっておったということです。 

   これは動物の世話の集めたものなんですけども、皆さ

ん、一生懸命自分の気に入ったのだとか、扱えるような

ものだとかという形で、日夜励んでいただいたというこ

とです。【スライド１5】

   こういうふうな形で、例えば、動植物学園の方なんか

が来られましたら、シャンプーしたりとか、トリミング

したりとか、そういうようなこともしていただくし、な

でてほしい、だっこしてほしいような犬はそれなりにす

るし、あんまりそういったことまでしてほしくないとい

うふうな形はこういうような形で、自然となれるまで待

つとかというふうな形で。どうしても、被災動物はかわ

いそうだからということで、例えば、だっこをするとか

何とかということをしても、もともとそういうことをさ

れてない動物もおるわけなので、そういうのにします

と、がっぷりとやられてしまうというふうな形も時々ご

ざいましたし、かまれるときというのは、歯をむいてて、

うっとうなってたら大体かまれないんですけれども、大

抵そういう動物はかまれない。ところが、非常にフレン

ドリーなんだけれども、小屋の中に入れた途端にがらっ

と変わるというふうなものに対して、非常にやっぱりか

まれるということで、ひどい場合は、あの犬は注意しな

さいよと言ってたのが、さんざん説明して、それからシェ

ルターの方に行って、１時間もせんうちに手をかまれて、

使い物にならなくなって、そのまま帰っちゃったという

ふうなボランティアの方もおられましたので、そこら辺

はちょっと、若干難しいものかなというふうに思います

し、我々がやった形のものではメインとしては犬とか猫

とかいうふうな形のものでしたけども、例えば、それが

カミツキガメだとか、毒蛇だとか、何かそういうふうな

形のものというのは、実際には、難しいものであろうと

いうふうには思います。 【スライド１6】

   これなんかは、天気のいいときにこういうふうにつな

いでいって、日光浴もさせるしという形ですね。来られ

たボランティアさんに説明なんかもしてると。これ、当

時のうちの会長の旗谷先生なんですけども、よく、こう

いうふうな形でやっておられたということです。
【スライド１7】

   これは小動物の治療、あるいは負傷してなくても入院

というか、入所した場合に行ってきたということです。

その治療風景なんですけれども、こういう形のものです

と、そろってるみたいに思うんですけれども、結局、こ

こがそんなにスペースがないもので、ボランティアさん

がここで治療をすると。治療が終わりましたら片づけて、
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きれいにテーブルもふいて、食堂になるわけですね。食

堂でボランティアさんが食べて、夜でしたら、そのまま

今度は片づけをして、そこに寝床を敷いて寝るというふ

うな形です。だから、初期に来てくれたボランティアさ

んなんかは、そういうマットとか、そういったものがご

ざいませんでしたので、段ボールを下に敷いて、寝袋で

その上に自分で寝てたと。私らもそういったことはわか

らなかったので、１週間ほどしてから、ちょっとやっぱ

り寒いんだけど、どないかならんかと言われて初めて気

がついて、どうしたんですかと言ったら、だから当時、

あれは１月 22、23 日ぐらいでしたので、それはもう寒

いですよね。

    ただ、ラッキーやったのは、この動物管理センターの

真ん前が防災センターだったんですね。防災センターに

かけ合って、毛布か何かないかという話をしたら、第一

声が返ってきたのが、動物の世話しとるの違うかと、何

で毛布なんか要るねんという話やったので、動物は勝手

に寝泊まりしてるわけじゃないと。当然、それはボラン

ティアさんがいっぱいおるがなという話で、やっと、な

るほど人間がおるんだというふうな話で、それから毛布

だとか、いろんなものを援助していただいたというふう

な経過がございまして、これ見るたんびに、あのときは

大変やったなというふうには思います。【スライド１8】

   これが救護センターの受け入れの体制です。まず、動

物が来ましたら、誓約書と写真撮影ですね。これが非常

に、特に写真撮影というのは非常に大事なんですね。何

でかというと、連れてきた人が飼い主かどうかわからな

いんですね。親戚の方の場合だとか、親類の場合だとか、

近所の人だとか、いろいろあって、一体だれが連れてき

て、何してるんだと。あなたたち、ちゃんとした団体な

のかというふうな形のことも言われたことがございまし

て、そのときにこの写真を見せて、この人が連れてきま

したと言ったら、その説明が要らないんですね。あっ、

わかりましたということで。あるいは迷ってる犬とか猫

とかのこと、こういう犬、猫おりませんかというふうに

来るんだけども、猫なんかでもそうなんですけど、猫の

模様を口で、ここが黄色くて、あそこが白くてと言われ

たって、さっぱりわからへんのですね。やはり写真がぽ

んとあったら、１枚あっただけで、ああ、大体こんな猫

なんだというのがわかるということで、入ってきたとき、

それから、出ていくときというのはもう必ず写真を撮っ

て、こういう人が連れてきた、連れて帰ったということ

を確認すると。それから、もちろん誓約書、これはもう

飼い主さんが入れて飼い主さんが持って帰ろうと、新し

い飼い主が見つかって持って帰ろうと、とにかく誓約書

を書いて、ちゃんと飼うというふうな形のものは交わし

ておいたということです。

　それから、あとは疾病ワクチン、あるいは食事とかあ

るんですけど、要はどんなふうな飼い方をされてたのか

というのが一番問題なところで、先ほど言った、必ずし

も、どう言うんですか、甘やかされて、ちゃんと飼われ

てたわけじゃなくて、いわゆる番犬としておったと。朝

晩は散歩させてもらって、えさはもらえるけども、そん

なにフレンドリーなことをしてもらったこともないとい

うのも結構あったんですね。それをやっぱり変にさわり

まくると、がぶっと、こう来るというふうな形もありま

したので、そういったことが本当は欲しかったというこ

とで、本当の飼い主の場合やったら、言うんですけども、

やはり、こういうところへ来てどうですかと言ったとき

に、そんな変なことは余り言わないんですよね。だから、

本当のところは、やっぱり、そこら辺も聞くべきであっ

たかなとは思います。

　それから、そういったことで、とりあえずオーケーを

されてきますと、先ほどのところに行って身体検査をし

てみると。何も異常がなければ、そのままジステンバー

のワクチン、あるいは、これは春になってからですけど

も、狂犬病のワクチンとか、そういった形のものをして、

シェルターに受け入れると。何か異常のあるものは各種

検査をすると。簡単なものやったらセンターでできるん

ですけども、例えばレントゲンだとか、超音波だとか、

当時、そういったことはセンターではできませんので、

動物病院に収容するというふうな形です。手術が必要な

のか、そうでないのか、あるいは伝染病なのか、そうじゃ

ないのかというふうな形のものが一番の大事なことで、

伝染病を持ってるとか、何かそういった形のものは、そ

ういった形で隔離して飼うということですね。手術が必

要なときは、動物病院で手術をするということでござい

ます。

　ただし、ボランティアだということで、普通の手術を
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しても、ありがとうということで終わってたと。我々の

心情としては、皆さんも、我々も動けると言っても、全

然無償、病院だとか家が全然障害がなかったわけじゃな

くて、かなりの損害があったということもかなりあり

ますし、当時、４月ぐらいからは、やっぱり全壊、半壊

した先生方にもお手伝いをしてもらったんで、そういっ

た面からしますと、治療費ぐらいは、安いけれども払っ

てあげた方がよかったんではないかなと思うんですけど

も、これに関しては一切出さなかったというふうな形で

行ってきました。 【スライド１9】

   これが新しいシェルターなんですけど、プレハブ、２

階建てので３棟ということでございます。ここは実際に

20 メートルぐらい高いので、こういうふうな感じでぼ

んと写ってるんですけど、たまたまあいてたので。実は

神戸の場合、山一つが墓園になってまして、ここも墓園

の中の一つなんですけれども、なぜかあいてたというふ

うな形で、そこにつくらせていただいたと。これは裏か

ら見たところですね。２階が大体猫、この窓の一つぐら

いが１部屋という形で、全部はなくて、五つぐらいが猫

舎になっておりました。ＦＩＶだとか、ＦＥＬＶを持っ

てる子は、それなりに隔離した部屋ということになりま

すし、１階は、裏表こういうふうなパドックつきの犬舎

になっております。 これは表側の入るとこですね。逃

走防止用ということで、こういうふうな形のもの、ある

いは転落防止用で、こういうふうな形のものを全部して

おりました。

　これが中から見たパドックですね。これはかなり広い

し、砂の方がいいんじゃないかなということで、砂なん

かを入れて、気性の合う子なんかを一緒に入れたりとか、

どうしてもだめな場合には、１匹だけにはしたんですけ

ど。かなり、どう言うのか、犬の方も人間さんの方も、

ここら辺まで来ますと、かなり落ちついてきたというこ

とです。 

   これが２階の猫舎でございます。部屋の中には入って

るとは言うものの、やはり猫ちゃんの場合でも気の合う

の合わないのありますので、こう入れておいて、気の合

う子は全部出して、例えば１時間ぐらい遊ばせたら、ま

た中に入れて、次の合う子なんかを出すという形で、ボ

ランティアさんはほぼ１日くっついてて、そういうよう

な世話をしてくれてたということです。

　それから、この窓なんですけど、今の西側なので西日

が当たって、冬はいいんですけど、夏はすごく暑かった

ので、当然、ここは写ってませんけど、エアコンがあって、

換気扇もあるということで、この換気扇なんかも我々が

つくったんですね。換気扇を取りつけて、このままじゃ

とてもじゃないけど危なくて、どう言うか、回せません

ので、獣医師会の中にも器用な人がおって、ここの窓の

網をつけたり、こういうのをつくったりとかというよう

な形で、かなり頑張ってくれたということです。

　これは診察室で、コンテナを入れて、下のところの、

先ほどのところはちょっと距離が離れてますので、上に

行って、こういうような簡易のもの。ここら辺まで来た

ときというのは、かなり落ちついてきてますので、そな

いにたくさん要らないということで、これぐらいで十分

であろうということでございます。 



12 基調講演

    収容されて、これは猫の異常ということで、一番はやっ

ぱりこれなんですね。下痢、嘔吐という形の消化器障害

ということで、もちろんＦＶＲとか、そういったものも

ございました。これは、一つはやはり、ほかの団体なん

かが猫なんかを扱って、ＦＶＲで目も鼻もぐちゃぐちゃ

のやつを、あんたとこ獣医さんがおるん違うかと、これ

何とかしてくれへんかというふうな形で持ってこられた

と。えらいの持ってきたなということでやって、その後

なんかに、やっぱり鼻水、くしゃみのものが大分ふえた

ということで、こちらもとんだ迷惑をこうむったという

ふうな形です。それから、意外と目の疾患も多かったと

いうことで、救護センターに来た人なんかが言うのは、

ここは空が青いですねと言うんですね。いや、空、きょ

うは晴れてますから青いですよと言ったんだけど、そう

じゃなくて、下の方は、やはり半壊、全壊に近いような

ものは、やっぱり家を崩しちゃうんですね。そしたら、

土ぼこりが物すごく立って、水はまくんですけども、そ

んなんじゃなくて、あっちでぼん、こっちでぼんという

音がして、土煙が物すごいという形なので、そういうよ

うなところにおりますと、当然呼吸器や目の疾患も多く

なるだろうと思いますし、ちょうどこの阪神・淡路の前

に宮城県沖地震ですか、があって、そのときなんかに救

護された方がおっしゃってたのは、やはり消化器疾患が

多かったというふうな形で、かなりのストレスがかかる

と、やっぱり消化器疾患というのは、かなり多くなるも

のかなというふうには思います。 

   これは犬の方ですけども、やはり圧倒的に消化器疾患

が多いということで、呼吸器疾患も多いんですけれども、

やはり、そういったストレスなり何なりというのは、相

当こたえてくるのかなというふうには思います。

   これは収容された犬の数を示しているものです。こち

らが搬入されたの、こちらが出ていったのというふうな

形で、これは大体平均値ですね。２月、３月、４月と。

ここら辺ぐらいまでが、やっぱり第一の、センターとし

てはピークかなと。ここから先、５月 12 日ぐらいにな

りますと、先ほどのプレハブなんかができてくるという

ことになります。それと、あくまでも我々は被災動物を

救助するということで、普通の、いわゆる不要になった

犬、猫ちゃんを救護するというわけではございませんの

で、だんだん、そういったものが減ってきたということ

でございます。 

   これは猫ちゃんで、傾向としては大体おんなじような

形ですね。ここら辺ぐらいまでやっぱりが多くて、特

にこの２月は物すごいんですけれども、大体そういう

ような感じで来てるということです。 
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   これはセンターの診療頭数ですけれども、当然頭数が

多くなればなるほど、多くなってくると。ただし、５月

以降はどんどん、収容頭数も減ってきたのは事実なんで

すけども、ここら辺に比べて、１日に 40 頭も 50 頭も

治療せないかんというふうな、そういった形のものは、

ああいうプレハブなんかになって、やはりかなり落ちつ

いてきたのかなというふうには思います。

　延べで言いますと、8,000 頭以上は治療したのかなと

いうことで、これなんかもそうなんですけれども、当初、

神戸市獣医師会では、大体 20 名から 30 名ぐらいしか

動けなかったと。あとは先ほど言った全壊、半壊で、自

分たちの家、あるいは病院の処置をしなくちゃいけない

ということで、とても救護に携わるというようなことは

できなかったんですけれども、４月ぐらいになってきま

すと何とか目鼻が立ってきたということで、悪いけども

出てくれへんかということで、ここら辺まで来ますと、

１日当たりの獣医師の数というのがそんなに多くはな

い、２人か３名、神戸から出ていく。あとはボランティ

アの先生が３人、４人おれば何とか回るようになってき

ましたので、お願いして、大体月に１回ぐらいの割合と

いうことで、組んで出ていただいたんですけれども、と

ころが、まだ、この４月、５月になっても、道路が復旧

しておりませんので、灘とか東灘という東の端っこの方

の区から来られる。普通やったら 30 分もあれば十分来

られるんですけれども、２時間以上かかると。これはも

う渋滞なんですね。１時から４時まで来て診療してくだ

さいと。１時に来ようと思ったら、２時間前やから、だ

から 11 時ごろ出ないかんのですね。ほんで、渋滞でと

ろとろしてくると。来たはええわ、ほんじゃあ、昼飯な

んかどうするんだと言うたら、それは何もなしでおって、

４時ぐらいに帰ると。４時に帰れればいいですけれども、

何かちょっと時間のかかる診察なんかがあれば、５時か、

５時過ぎてくると。帰ったら７時ぐらい、あるいはそれ

を過ぎるんですよね。ということは、１日休んで行かな

いと、この当番には間に合わないというふうな状態で、

なかなか言いにくかったんですけれども。

　当時の、何というんですか、感じというんですか、頼

みますと言った場合に、いや、それはもうできへんから

とか、なかなか言えないんですね。なぜかわからないん

ですけれども、頼むと言ったら、わかりましたという形

で。こちらが見ててもお気の毒だなというのもあったん

ですけども、頼むと言ったらわかりましたと言うものだ

から、じゃあ頼むというふうな話になってしまったとい

うような、一種独特の震災のときの雰囲気というふうな

形のものは、今考えても不思議な感じはしますけれども、

実際にはそれがあったということです。 

   これはボランティアのあれなんですけども、獣医師、

あるいは獣医師学生のボランティアをあらわしてるもの

です。当然ながら兵庫県というか、兵庫県も神戸市も全

部おんなじなんですけれども、ありがたかったのは、こ

の横浜とか、東京とか、ここら辺の方、当初、先ほどの

４月ぐらいまでなんですけれども、忙しいときに頻繁に

来ていただいたということで、これは非常に戦力になっ

たと。

　それと、もう一つは代診クラスですね、いわゆる副院

長クラスが来てくれたと。これは非常にありがたい。な

ぜかと言いますと、院長クラスが来ると、うるさいんで
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すね。自分のやり方というものがございますので、こう

じゃないか、ああじゃないかという。神戸の先生、どう

するんだなんて聞いてくれないんですね。ところが、代

診クラスの先生が来ると、どうしますと聞かれるので、

こうやってくれと言うと、はい、わかりましたというこ

とで、非常にやってくれてありがたかったということ

で、でも、もう４月までしか私はよう行かんと言うもの

で、ありがとうございますということで受けて、その後

になってきますと、診療頭数も減ってきました。

　最後の平成８年５月いっぱいぐらいまで、１日当たり

２人か１人なんですけども、あとは大阪府ですね。大阪

市と大阪府と両方ございますけれども、ここの獣医さん

がずっと、いわゆる細く長く援助してくれたと。この大

きな特徴ですね。忙しいときにぼんと来てくれるという

方、それから今度は、ある程度落ちついたんだけども、

要るんですという形のときに、細く長く援助してくれた

という大きな特徴があったと思います。だから、そうい

う点では非常にありがたく、北は北海道から南は九州ま

での先生方が頑張っていただいたということです。

   これは普通の一般ボランティアということでございま

す。意外と多かったのが兵庫県なんですね。結構近くか

らも来てくれてるということ。ありがたいのは、長田と

か兵庫とか、中央、灘、東灘の震災の多いところ。この

人たちも当初は大変だったんですけども、例えば５月と

か、６月とかなってきますと、手があいてきたと。お世

話になったんだから、じゃあ、私らもちょっと１週間ぐ

らいですけども、お手伝いさせてもらえますというふう

な形で来ていただいたり、あるいは世話になったから、

何かすることないですかと。例えば大工さん。私、大工

やけど、何かすることないですかと、大変ほんなら、こ

こら辺の屋根つくってくれとか、何かつくってくれとい

うふうな形だとか、あるいは長野県の方から来られて、

人間の方の避難所なんかに電気工事とかそんなんされ

て、何か動物のがあると言うから、何か不便してないか

なということで来てくれたと。ちょうどボランティアさ

んなんかが、テレビが映るやら、映らんやらというよう

なことがあった、あるいは電気洗濯機でやってると、何

かすぐ電気が飛んじゃうんだとかいうふうな、そういう

話、もう本職ですから、ああ、わかった、わかったとい

うことで、さっとやってくれて、１日ぐらいで非常に手

際よくやってくれたということで、そういう点も非常に

ありがたかったということですね。意外と兵庫県だと、

近くの大阪とかというのも意外と来てくれてるというふ

うには思いました。 

   これは犬の引き取りの方です。多くはこちら、やっぱ

り北海道から九州までということで、意外と兵庫県で結

構見ると、多いんですね、これ。420 頭ぐらいですか、

ぐらいとかというのはすごいんですね。だから、意外と

世話しに来て、それで気に入った犬がおったら、それを

くださいとかというふうな方もかなりおられたというこ

とです。それから、特徴的に言うのは、犬猫を１頭も安

楽死せんともらってもらうということでやったんですけ

れども、いまだに覚えてる犬がおって、それはもう本当

に何と言うのか、こんな犬、どうやってかごというか、

おりの中に入れたのかなという、もうオオカミみたいな

犬で、何と言うかな、うなり声がううとか、すうとかじゃ

ないんですね、腹の底からぐうというような、何だあれ

はというような形で、それは飼おうとか、そういうレベ

ルじゃないんですね。これを東京の愛護団体に１匹だけ

という条件つきで送って、安楽死せんと飼ってくれとい

うことで引き受けてもらったというのが、あの犬は本当

にすごかったですね。だから、普通の犬が何か世話しよ

うと思って、ううと言って怒ったという、そんなレベル

じゃなかったと思うんですけど、そういうふうな形のも

のもあったし。ちょうど我々が１月 27 日ぐらいにオー

プンした、その当時に神戸市内で、やっぱり飼い主さん

なんかが、家もつぶれて焼けてしまったと。もう、どこ
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も行くあれもなし、動物を連れていけないと。ほんなら、

かわいそうやけども安楽死してくれということで、動物

病院に行って、安楽死をして。そういうテレビがぼんと

映ったということで、それはもう、すごく批判を受けて、

おまえのとこもやっとんのかと。たまたま動物管理セン

ターという場所柄があんまりよくないんですよね。だか

ら、違うんですと。震災なので、引き取りとか、そんな

のは一切やめてるんだけれどもと言うても言うても、そ

れが、そういったことをやってると、なかなか信用され

なかったというつらい思いもございました。 

    そういうふうな中で、猫ちゃんで。猫ちゃんになると、

やっぱり範囲は狭いのかなと思いますけれども、やはり

おんなじような傾向で、結構、地元というのが多く引き

取っていただいたのかなと思います。 

　これはアンケートの結果でございますけれども、何で

里親に申し出られたんですかと言うと、こういうふうな

震災があったからとか、犬飼いたい、こういうのがたま

たまあったということで、でも、６割近くは震災のため

にということで、何を基準にしましたかと言ったら、こ

ういう感じですね、第一印象と。目が合うたとか、寄っ

てきたとか、何かそういうものが一番よかったんだろう

というふうには思います。　

　帰られてから、何か注意することはと言うと、６割の

人はないと。でも、注意したというのは、逃げちゃった

とか、病気だとかいうような形のもの。特にさっきの病

気のことなんですけれども、やはり病気になったときに

治療しようと言っても、なかなかできない犬。診察台に

上げようとしても、かまれたとか。診察台に上げてする

んだけども、かわいそうだからと言ってなでてあげたり

なんかしようとすると、ぼこっとかまれるとかという、

そういうふうなトラブルがあったので、どんな飼い方を

してたのかということを教えてくれというふうな形のも

のが、こういうところで、あれば役に立つというふうな

ことだと思います。

　困ったことというと、やっぱりあるという、半分ぐら

いはこういうふうなむだぼえやとか、排せつだとか、い

ろんなことがあるんですけども、やっぱり病気というの

はかなりあるのかなと。当初、やはりわざわざ、例え

ば年いって、もうよぼよぼしてて、あるいは何かこう、

ちょっとやせててという、そういう人、そういうのをも

らいますというふうに来られた方もちょこちょこおられ

たんですよね。ぱっと見て、ああ、こんなかわいいのは、

もうほっとったってもらわれると。私は嫌やけども、年

寄りの犬だとか、何かそういった障害のある犬をやろう

と思って来ましたというふうな、そういうふうな方も

あったので、そういうふうな方もおって、これぐらいの

感じなのかなというふうには思います。　

　それから、問題を起こしているかと。感じとしては、

こういう 85％がないというふうな結果で、えっという

感じはしたんですけれどもね。それから、やはり、ただ

希望どおりが 77％、今回限りというのが 12％ぐらいあ

るということで、やはり我々が思っとったよりかはいい

のかなと。成犬譲渡というのはまるきりあかんのかなと

思ってたけど、８割近い確率でよくなったのかなという

ふうには思います。　

   これは終わりの方ですけれども、常陸宮御夫妻が激励

のためにわざわざおいでいただいたということです。　
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   それから、当然のことながら、里親募集ですね。特に

愛護週間のときなんかは、これは姫路のものですけれど

も、淡路、それから豊岡、日本海の方ですね、だとか、あっ

ちこっち、そういうのがあると聞いたら、ボランティア

さんが犬猫を連れて走り回ってくれたということでござ

います。 

　ちょうど、ここにも子犬をだっこされておってという

ことで、持って帰っていただいたということです。

　それから、これは旗谷先生、これはウインドブレーカー

なんですけれども、こういうデザインをして、我々も、

どう言うんですか、救護ばっかし、寄附金ばっかしをも

らっていては申しわけないということで、長田にある障

害者なんかの団体が、こういうものだとか、シャツとか、

そういうのをつくってるということなので、じゃあ、こ

ういうものをつくって販売して、それを運営資金に充て

ようやないかというふうな形で、ウインドブレーカー、

白とか、こういうブルーだとかというふうな形のものを

つくって、皆さんに応援をお願いしたということです。

　それで、この５月 29 日に閉鎖ということでございま

す。これは先ほどのプレハブ、シェルターを、ビニール

ハウスをつくってるところ。これは暖をとって、なるべ

く寒くないように、こういうような毛布や何やかんやで

覆ってるというふうなことで、これは神戸だけですけれ

ども、これぐらいの頭数ということで、全部合わせて、

三田と合わせまして、1,556 頭という動物を救護したと

いうことでございます。

　そういったことをまとめたのが、この本でございま

す。あしたも来られると思うんですけども、麻布大学の

太田先生がチーフになって、これをまとめていただいた

ということで、また、ブエノスアイレスであった世界獣

医大会のときにも、そこで発表していただいたというこ

とでございます。これで終わりですかね。

　　以上が、15 年前の動物救護の概略でございます。

どうもありがとうございます。


